
 

令和６年度 奈良市地域自立支援協議会  

（触法障がい者支援）グループ 活動報告書 

活動目的 司法関係者、福祉(障がい者支援)関係者を中心に、様々な理由により法に触れる行

為に至る、または繰り返す障がい者がいる現状に対して、多職種協働による支援体

制の構築と連携強化を図る。 

テーマ 

取り組み 

ポイント 

⑴ 主に地域生活を支える福祉サービス事業所(生活支援、就労支援、居宅介護、グ

ループホーム等の各事業所)について、触法障がい者支援の理解促進と受け入

れの拡大を目指す。 

⑵ 福祉・司法等の多職種協働と連携の強化を図る。 

開催実績 
⑴ 5月 20日(月) 第 1回全体会議：奈良市役所 

⑵ 6 月 20 日(木) 第 2 回全体会議：奈良市役所 

⑶ 8 月 22 日(木) 第 3 回全体会議：奈良市役所＋Zoom 

⑷ 10 月 17 日(木) 第 4 回全体会議：はぐくみセンター 8 階 中講座室 

⑸ 10 月 24 日(木) 周知・啓発研修：はぐくみセンター 8 階 中講座室＋Zoom 

⑹ 12 月 19 日(木) 第 5 回全体会議：奈良市役所 

⑺ 令和 7年 2月 20 日 第 6回全体会議：奈良市役所 

参加事業所等 主担当：相談支援センターこすもす サブ担当：障がい者支援センターオネスティ 

・大和路法律事務所          ・奈良保護観察所  

・奈良法務少年支援センター      ・奈良少年院            

・奈良県地域生活定着支援センター   ・ＮＳネットワーク 空と海         

・ホホエモ          ・奈良県発達障害者支援センターでぃあー  

・一般社団法人 GARDEN（今年度より参加）・奈良市保健福祉部 障がい福祉課      

・奈良市基幹相談支援センター ・奈良市社会福祉協議会 (事務局)  

今年度の取り組

み協議事項 

 

⑴ 周知・啓発研修の企画・開催 

１０月 24日「そうなんだ！生きづらさの理解、みんなでやれば大丈夫 

～福祉・司法がネットワークを組んで支援する理由 part4～」をはぐくみセンタ

ー8階中講座室（奈良市保健所）とオンライン（Zoom）にて開催。福祉関係者・司

法関係者など支援者を対象に、触法障害者支援において、司法・福祉・行政など他

機関が連携して支援している現状を周知・啓発することで、触法障害者支援に関し

ての受け入れ事業所の拡大を目的とする。 

⑵ 各機関の事業、触法障がい者支援に関する活動、研修の共有 

触法障がい者支援に関する事業、取り組み、研修会等の情報についての情報共有を

行い、地域のネットワークの強化を行う。 

成 果 

 

⑴ 周知・啓発研修 

現地２３名（２０機関（市内９・市外 11））、オンライン１５名（１５機関（市内

10・市外 5））の合計３８名（35 機関（市内 19・市外 16））の参加者となった。 

内容については、①支援機関の役割や支援に関わる制度の紹介 ②架空事例発表③

グループワークを実施（別紙参照）。 



研修実施後、奈良保護観察所 河佐氏がグループワークでの議論、研修後アンケー

トを集約・分類し、触法障がい者支援に関する課題の見える化を行った。課題は多

岐に渡るが、ミクロレベルにおいて当事者・家族に対しての支援の充実、メゾレベ

ルにおいて施設・事業所などでの受け入れの促進・地域の理解、マクロレベルでは

居住支援・専門機関などの充実、地域のネットワークづくり、社会資源の開発・開

拓に大きく整理した（別紙参照）。 

⑵ 各機関の事業、触法障がい者支援に関する活動、研修の共有 

主にゼロ会（なら司法福祉ネットワーク勉強会）、なら社会復帰支援隊（通称あひ

る隊）の活動について周知、共有を実施。その他、各機関から幅広く研修開催など

の共有を行った。それぞれの活動、研修への参加・理解の促進や、活発化を行うこ

とができた。 

重点協議項目 触法障がい者支援において、司法・福祉・行政など多機関が連携して支援している

現状の周知・啓発に重点的に取り組み、受け入れ事業所の拡大を目指した。 

研修でグループワーク・アンケートを実施し、参加者・参加機関の生の声を吸い上

げることで、触法障がい者支援に関する課題の見える化に結び付けることができ

た。 

来年度の活動へ

向けて 

⑴ 周知・啓発研修の実施など 

触法障がい者支援に関しての周知、理解を広げていくこと、特に触法障がい者支援

に関わる専門機関の周知については更に広げていく必要があると考える。研修の実

施と併せて、相談支援事業所連絡会議などの場での周知・啓発も有効であると考え

る。 

⑵ 居住の場の課題 

対象者の地域で抱える課題として、居住の場が限られてしまうこと、グループホー

ムなど居住系サービスの受け入れが少ないことなどが挙げられることが多い。地域

移行グループとの共通課題としても考えられ、触法障がい者支援に関する居住支援

に関して課題や実情の共有と、ネットワークづくりを行っていく。 

⑶ バックアップ体制の確立・強化 

触法障がい者支援ケースは、対象者の抱える課題や社会的状況などから、困難ケー

スであることが多い。関わる支援者が大きな負担を抱え込まずに支援を続けていく

には、多職種・多機関のネットワークづくりが非常に重要であると考える。奈良市

における相談支援体制や事業所へのバックアップ体制づくりについて検討してい

く。 

その他 

提言事項など 

 

 



そうなんだ！
生きづらさの理解
みんなでやれば大丈夫

令和6年10月24日（木） 14時～16時30分

はぐくみセンター ８階 中講座室 [奈良市三条本町13-1]

【ハイブリッド研修 ： 現地 ＋ オンライン（Zoom）】

駐車場に限りがございますのでお越しの際は乗り合わせ

または公共交通機関の利用にご協力お願いいたします

• 対象 福祉関係者・司法関係者・関心のある支援者

• 定員 現地会場50名／オンライン50名

【プログラム】

• 触法障害者支援の事例紹介 （現地会場・オンライン）

架空事例を通して福祉・司法の支援機関の役割を紹介

• 支援機関の役割や支援に関わる制度の紹介 （現地会場・オンライン）

①地域生活定着支援センターの役割 ②弁護士の役割 ③加算制度について

• グループディスカッション 現地会場限定！

支援で取り組んでいること・困っていることを共有

令和6年度 奈良市地域自立支援協議会
触法障害者支援グループ研修会（支援者対象）

～福祉・司法がネットワークを組んで
支援をする理由～

弁護士、保護観察所、地域生
活定着支援センターなど福祉・
司法の支援者が事例に登場！
各機関の役割を紹介します

主催 奈良市地域自立支援協議会
後援 奈良市障害者施設長会議

申込み締切 10月２０日（日） まで
右のQRコードを読み取り、Googleフォームからお申込みください
なお定員に達した場合は締め切らせていただくことがあります

お問い合わせ先 相談支援センターこすもす
  0742-27-5778 担当：森 﨑 (もりさき)

利用者や関わっている方の中に「どうして迷惑行為を繰り返すんだろう？」「何回も警察で取調べ
を受けているけど大丈夫かな？」と感じ、支援に行き詰まった経験はありませんか？
生きづらさを感じている方々が地域でいきいき暮らせるように、私たちはどのような支援を提供でき
るでしょうか？これはとても大切な問題です。触法障害者支援グループでは職種や立場を超えて関
係者が集い、支援のあり方について検討を加え、実践してきました。

本研修では福祉と司法がどこまで・何ができるのか…などネットワークを組むことについて、知る・
感じる・考える機会を提供します！ご関心のある支援者の方々、ぜひご参加ください！



15:40

～

15:45

休憩

レイアウトチェンジ

（オンライン参加の方はここで終了となります）

14:55

～

15:00

休憩

レイアウトチェンジ

令和6年度　触法障がい者支援グループ研修会

令和6年10月24日(木)　プログラム表

時間 プログラム 発表者

13:30
参加者受付開始

（オンライン参加の方はZoomの入室が可能です。）

14:00

開会のあいさつ

～触法障害者支援グループ紹介

（５分）

相談支援センターこすもす　森﨑

支援機関の役割や支援に関わる制度の紹介

①地域生活定着支援センターの役割

奈良県地域生活定着支援センター

横井氏

14:05

～

14:25

15:00

～

15:40
架空事例　紹介

障がい者支援センターオネスティ　中岡氏

各関係機関

14:25

～

14:45
 ②弁護士の役割

大和路法律事務所

松井弁護士

14:45

～

14:55

③加算制度について 相談支援センターこすもす　森﨑

（終了後アンケート：googleフォームでのアンケート回

答にご協力ください。）

15:45

～

16:25

グループワーク

「支援での取り組み・困っていること」

16:25

～

16:30

終わりの挨拶
奈良県地域生活定着支援センター

横井氏



令和6年度　触法障がい者支援グループ研修 (令和６年１０月２４日開催）感想・アンケート



奈良市地域自立支援協議会触法障がい者支援グループ研修会（2024.10.24 開催）グループワーク・アンケート【分類】 

1 

 

個人・家庭への関わり【ミクロレベルの課題】 

個 人 触法障がい者の動向 ・知的障害、発達障害、愛着障害のある利用者の増加 

 ・性犯歴のある利用者の増加 

触法障がい者への関わりで重要なこと ・相談場所や信頼できる人の存在 

 ・利用者の特性や適性に応じた関わり 

 ・利用者の不安軽減を見据えた関わり 

 ・利用者の段階に応じた対応 

 ・利用者の自己肯定感を高める関わり 

 ・成功体験を意識した関わり 

 ・利用者の権利擁護や意思決定支援の視点 

 ・多様な支援 

 ・継続した関わりによる関係性の構築 

 ・自立に向けて時間をかけた関わり 

 ・女性利用者への丁寧な関わり 

 ・高齢で身寄りのない利用者の保護者的存在の重要性 

触法障がい者への関わりで困難なこと ・高齢者への関わり 

 ・女性の摂食障害者への関わり 

 ・窃盗に至る知的障害者への関わり 

 ・行動障害のある人への関わり 

 ・パーソナリティ障害のある人への関わり 

 ・借金の繰り返す人への関わり 

 ・金銭トラブルがある人への関わり 

 ・異性との関わりが過激な人への関わり 

 ・性問題行動が抑制できない人への関わり 

 ・性風俗により金銭問題が悪化する人への関わり 

 ・問題意識の乏しい人への関わり 

 ・逸脱行為する人への関わり 

 ・触法行為に至るおそれがある人への関わり 

 ・問題のある人への関わり 

 ・福祉制度の狭間にいる人への関わり 

 ・支援の必要性がグレーゾーンの人への関わり 

 ・確定診断を受ける機会がなかった人への関わり 

家 族 触法障がい者の家族に対する関わりで重要なこと ・利用者だけではなく世帯全体への関わり 

 ・家族への普及啓発 

 ・家族への抱え込み支援 

触法障がい者の家族に対する関わりで困難なこと ・支援に拒否的な家族への関わり 



奈良市地域自立支援協議会触法障がい者支援グループ研修会（2024.10.24 開催）グループワーク・アンケート【分類】 

2 

 

機関・コミュニティへの働きかけ【メゾレベルの課題】 

組 織 支援機関による対応で重要なこと ・事業所内で情報共有 

 ・職員体制に応じた対応 

 ・施設利用のルールの周知徹底 

 ・事業所全体による夜間時の対応 

 ・問題発生を契機とした対応 

 ・役割分担したチーム対応 

 ・支援者支援の必要性 

 ・支援者同士の協働 

 ・他者への相談による思考の整理が可能 

 ・多職種連携の必要性 

 ・他機関との連携 

 ・知的障害者への対応に強い機関との連携 

支援機関による具体的な取組 ・サービス利用計画案の作成 

 ・動機付け面接 

 ・農作業を取り入れた関わり 

支援機関による対応の難しさ ・支援事業所の理解 

 ・踏み込んだ関わりへの戸惑い 

 ・本人の意向に沿った支援への迷い 

 ・本人の障害受容や家族の理解を踏まえた体制整備 

 ・限られた期間での支援継続の難しさ 

 ・利用者の問題行動に対する法的措置の是非 

 ・支援中の事件に係る事後対応 

 ・制限できないことで犯罪に移行しないかという不安 

 ・再犯の可能性に関する不安 

 ・再犯防止の難しさ 

 ・支援者間の意向の相違 

 ・自治体との連携の難しさ 

 ・トラブル発生時の行政機関等の理解の不足 

 ・チームケア連携の難しさ 

地域住民 理解の促進 ・触法障害者に対する理解不足 

 ・地域住民の理解と関係づくり 

体制の整備 ・地域住民の受け入れ体制 

 ・支援の地域格差 

   

   



奈良市地域自立支援協議会触法障がい者支援グループ研修会（2024.10.24 開催）グループワーク・アンケート【分類】 

3 

 

制度への働きかけ【マクロレベルの課題】 

居住支援の充実 ・居住支援法人による住居調整 

・居住支援の必要性 

専門機関の拡充 ・触法障害者専用の支援施設 

・再犯を繰り返す利用者に寄り添い教育する機関 

 



触法障がい者のソーシャルインクルージョンビジョン

【マクロレベル】国・市町村

課題抽出

居住支援
の充実

国・法制度

専門機関
の拡充

ネットワーク
づくり

市独自の取組

社会資源の
開発・開拓

制度・サービスの整備

対応で
重要なこと

組織

対応で
困難なこと

【メゾレベル】機関・コミュニティ

理解の促進

地域住民

体制の整備

受入れの促進

課題抽出

【ミクロレベル】個人・家庭

関わりで
重要なこと

触法障がい者

関わりで
困難なこと

関わりで
重要なこと

触法障がい者の家族

関わりで
困難なこと

支援の充実

課題抽出

奈良市地域自立支援協議会 触法障がい者支援グループ ニーズの把握→取組（事例検討・研修会・市民講座など）→課題の集約・整理
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